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巣割 出動物 に estrogenを投与す るとNSC,
ASCは減少 し,華丸割出動物 に androg(∋nあ
るいは progesterone投与で NSC,ASC は増
加する｡一方肺,腸間膜コラーゲン溶解度は雌
雄差なく,皮膚に比し,加令に伴い急速に不溶
成分が増加するO単位コラ-ゲン中の aldehyde
量は,NSC,ASCの減少する状態すなわ ち正
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常雌,章丸別出,estrogen投与で増加 し,NSC,
ASCの増加する状態,すなわち正常雄, 卵巣
易旺臼,androgenあるいは progesterone投与で
減少する｡
以上の実験結果を総括すると (1)各種臓器
結合組織は性腺,副腎,下垂体等内分泌臓器の
specifCな支配下にあり, しかもこの支配は該
組織に存在するspeci丘Cに分化 した fibroblast
を介 して行われていると思われる｡ このような
結合織のホルモン反応性からみて 丘broblastに
は少なくとも次の4つの type,1,Skintype…
Sexsteroidに sensitiveで Corticoidにより抑
圧,2.Mesenterytype‥･Sexsteroidに insen-
sitiveで Corticoidによ り抑圧,3,Accessory
sexorgantype‥.Sexsteroidにより促進的で
Corticoidに insensitive,4･Parenchyme(肝,
肺など)type.‥SecsteroidとCorticoid双方に
insensitiveが存在することが示唆される｡ (2)
コラーゲン成熟-cross-1ink形成の過程は臓器
によってその進行速度に遅速の差があり,また
皮膚のように性差のみられるものもある｡性差
のみられた皮膚において,Sexsteroidがコラー
ゲン成熟-cross-1inkの過程に強い影響-estr-
ogenによるcross-1inkの促進,progesterone,
testosteroneによる遅延-をおよぼしているこ
とが示唆された｡
